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1．「図画工作・美術」は好きな教科？

　「図画工作・美術」は子どもが好きな教科―通説は
以前からそのようです。統計調査でも，中学校では変
動があるものの，小学校では「体育」に次ぎ，常に第
2位にあります（『義務教育に関する意識調査』文部科
学省 委嘱／ベネッセ 調査，2005年）。
　筆者は，教育学部に着任の2003年以来，小学校教員
を目指す大学生に「図画工作科教育」を担当してきまし
た。小学校の教員免許取得の講義ですから，学生の所
属はさまざまです。例年，最初の授業で受講生に「『図
画工作・美術』の思い出」を作文形式（無記名）で書
いてもらっています。未来の先生へ向けて，各自が受
けてきた「図画工作・美術」授業の経験を知り，講義
を進める参考にしています。
　この9年間で約900人（約50人のクラスを年間で2ク
ラスで換算）の作文を読みました。掴めた傾向は，世
間の評価と異なり「図画工作・美術」に苦手意識を持
つ大学生がかなり多いのです。これまでの統計調査と
ギャップがあるのはなぜでしょう？

2．大学生の回想をベースとした調査

2-1）作文からのキーフレーズ抽出
　本稿は，上記で収集した2009〜2011年度の受講学生
231人の「『図画工作・美術』の思い出」作文（［写真］
参照）を改めて整理・分析したものです。
　実際には「図画工作・美術」を苦手とする子どもは，
かなり多いのではないか？―整理・公開することで，
教科が抱える今までと違った角度からの課題を示す機
会にしたいと考えました。

（註）

　設問に対して回答し数値での各割合を計る定量調査
ではありません。「作文」からの分析による定性型の調
査で，以下のプロセスです。
❶ 作文は400字詰の原稿用紙1枚で，初回の講義時に
約30分ほどかけて書いてもらいます。無記名です。
❷ 調査者は「図画工作・美術」教育上のキーフレーズ
となる「思い出」を作文から抜き出します。1枚の原
稿から複数のキーフレーズ抽出ができたり，抽出ゼロ
の原稿もあります。
❸ 調査者は，❷を俯瞰し，関連性のあるキーフレーズ
を組み分け・視覚化し，問題点を探ります。
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　定量調査ではないので，抽出キーフレーズの相対的
な重みづけは出ません。
　しかし作文からのキーワード抽出ならではの調査者
が予期しない意見も得られ，また経験則で感じていた
ことの顕在化もできました。

2-2）暫定版を先行公開
　分析では，暫定的に139人までを整理した途中段階
を図解化［図解-01］し，先行して公開・解説しまし
た。公開先は今年の夏に開催された「三河教育研究会
造形部／夏季研究会」参加の先生方（104名），「教員免
許状更新講習／表現構想教育の在り方と表現実技の体
験講座」（愛知教育大学）に参加の先生方（23名）で
す。同時期にweb上のSNSでも公開しました。
　この段階はマイナス側面のみの公開だったこともあ
り，その点について，いくつかの意見が寄せられまし
た。調査の方法と分析の前提に関わる内容ですので，
紹介と筆者の見解を示します。
　教員免許状更新講習では「実はうすうす感じていた
事で，しかし，それを直視する勇気もなく，見なかった
ことにしよう，とごまかしてきました」というレポー
トや「ダメ出しを狙ったのなら，それで良いのだろう
と思いますが『印象に残っている制作』も知りたいと
思いました」がありました。

　web上では，卒業生から「調査の前振りによって，
けっこう結果が変わるデータだと思います『図工』の
素晴らしさを語った後の思い出を聞いた後とか違う答
えが返ってくるんじゃないでしょうか？」。筆者は「初
回の授業時に実施しているので，呼び水はあまり入ら
ない調査でしたが，もっと前振りで誘導尋問をして，
被験者も気づいていない深層を引き出せたら…とすら
思っています」と回答しました。
　一般の方からは「先生になろうという人は，教わっ
たことを効率よくアウトプットすることに長けている
から，逆に，自由にしろと，自主性や創造性を求めら
れるのが苦手なのでしょう」という書き込みです。確
かに教育学部の大学生を対象にしていますので，こう
いう見方もできますが「決して教員志望者の独特な傾
向ではなく，彼らはそのことを冷静に分析したと診ま
す」と回答しました。

2-3）調査結果
　［図解-02］は，暫定版［図解-01］に新たに92人を
追加した231人分のキーフレーズ抽出［標本-01］に対
し，組み分けの分類を改訂したものです。
　さらに今回はプラス側面のキーフレーズ群［標本
-02］と，その図解化［図解-03］も加えています。
　以降5頁にわたって示します。

［図解-01］ マイナス側面の代表的フレーズの関連を視覚化した暫定版の図解
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［標本-01（1）］ 「図画工作・美術」教科のマイナス面を抽出したキーフレーズ群
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［標本-01（2）］ 「図画工作・美術」教科のマイナス面を抽出したキーフレーズ群
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教科としての「図画工作・美術」が抱える課題

［図解-02］ 代表的キーフレーズのグルーピング（マイナス側面）
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［標本-02］ 「図画工作・美術」教科のプラス面を抽出したキーフレーズ群
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教科としての「図画工作・美術」が抱える課題

［図解-03］ 代表的キーフレーズのグルーピング（プラス側面）
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3．考 察

3-1）「図画工作・美術」は好きですか？
　「教科書の好き嫌い」調査［資料-01］では「図画工
作・美術」のポイントは高い，対して今回の整理・分
析の内訳は散々な状況にあると診ます。
　今回の被験者が，現役の小中学生ではなく，教育学
部の大学生であり，むしろ客観的に教育面での課題が
見えてきたと筆者は考えています。「図画工作・美術」
教科の拠り所となりがちな「自由な主体的活動」の捉
え方など，ダイレクトに小中学生を対象にしたら顕在
化されなかったと判断します。

3-2）図工・美術科不要論 ― 「自由」は教育なのか
　筆者は「イメージ・アイデアが浮かばない」類のキー
フレーズ頻度の高さこそ，美術教育の在り方が問われ
る深刻な問題点と診ます。
　「つくりたいものを考えて，に悩んだ」「自分なりに
…と言われて辛かった」「頭の中で組立てを具現化でき
ない」などに共通する「構想・企画の階段の登り方」
教育のショートカットです。
　プラス側面にしても，教育的には負の要素が見られ
ます。「興味がなく，授業中に友だちと話せる環境はう
れしい時間」「他の授業の息抜き的で好きだった」など
が，かつて子どもであった大学生の複数の作文から読
み取れます。息抜きできる作業時間の提供です。子ど
もからの「図画工作・美術」支持の高さの理由に含ま
れるのは否定できないでしょう。
　子どもが構想（ヴィジョン）を練る段階から「自由
な主体的活動」という放任が幅を利かせている限り，
周囲からの「役に立たない教科」論が消えることはな
いと思われます。
　「図画工作」は学習指導要領の改訂（1998年）を受

け既に2002年度から年間70時間から50時間（高学年）
に，中学校「美術」で140〜175時間から115時間に大幅
削減されています。今後も追いやられる方向にあり，
明るい見通しは聞かれません。
　一部で揶揄される「周辺教科（または「芸能教科」）」
への偏向に抗し，数年前に「がんばれ！ 図工の時間」
の署名運動が起きました［資料-02］。「図画工作の授
業時間を増やして，子どもたちの期待に応えましょ
う！」ですが，なぜ不要論が出現するのでしょうか？
―私たち美術教育関係者は「図画工作・美術」教科
の在り方を自らが振り返る地点にいると考えます。

3-3）終わりに―美術は情操教育なのか
　「図画工作・美術」は，歴史的にも，自由や自主的な
創造性を尊重するのが，当教科の特権のように考えら
れて来た傾向があります。もともと興味がある子ども
（当調査でのプラス面の「内発的要因」から窺える要素
／標本-02，図解-03）には有効でしょう。しかし義務
教育の教科として，興味や関心があるのを前提に進め
てはなりません。それこそ不要教科と化します。
　筆者としては「図画工作・美術」の教育目的が，自
ら「情操教育」と語られる安易な状況も脱皮させる時
代にあると考えます。

〈資料・出典〉
（註）および［資料-01］
『義務教育に関する意識調査』（文部科学省 委嘱／ベネッセ 調査， 
2005年）のweb公開箇所 http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/ 
chukyo/chukyo3/siryo/07070908/007/003.pdf
本編（中間報告書）ではp. 101〜127に詳細数値

［資料-02］
「がんばれ！図工の時間」署名用紙（A4判）表紙面，2007年

  （2012年9月18日受理）

［資料-02］ 「がんばれ！ 図工の時間」［資料-01］ 教科等の好き嫌い（『義務教育に関する意識調査』2005）


